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・生活の向上に役立つ学力を身につけよう 

・人と自然を思いやる心を持とう 

・強い身体と正しい心で結び合おう 
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２学期もよろしくお願いいたします！ 

校長 成 瀬 剛 慈 

長い夏休みが終了しました。生徒に大きな事故等がなく、無

事に２学期始業式を迎えることができました。保護者や地域の

皆様のご協力に感謝申し上げます。 

全国的な新型コロナウイルスの広がりとともに、北海道でも

感染の勢いはまったく衰えていません。今後も１学期同様、校

内での感染予防対策を継続してまいります。 

さらにこれからは、若年層にもワクチン接種が進むことにな

ると思いますが、接種の有無についての非難や誹謗中傷、万が

一感染した場合の生徒の心のケアについても考えていかなけれ

ばなりません。その点でも、ご家庭と学校が協力して対応しな

ければならない場面も増えてくると思います。ご理解とご協力

をお願いいたします。 

１学期にご回答いただいた学校評価の結果等から２学期は次

の重点を設定しました。 

①家庭学習の充実 

「主体的に学習する姿勢を身につける」ことをねらいとし

て、心理学を応用した効果的な目標の立て方、目標達成のた

めの方法を工夫した取組を進めます。長期休業中に研修し全

学級で取り組むことになりました。具体的な内容はお子様の

様子を見ていただき、ご家庭でも話し合ったり必要に応じア

ドバイスをしたりしていただければと思います。 

②読書活動の充実 

これも、保護者・生徒アンケートで課題とされました。先

ずは本に触れることを第一に、玄関にお薦め本の紹介コーナ

ーを設け活動を始めています。今後も外部機関と連携し様々

な工夫をしていきたいと考えていますが、ご家庭での呼びか

けもしていただき、「読書の楽しみ⇒読書習慣の定着」につ

なげていきたいと思います。 

③食育の充実 

本校の栄養教諭と連携して、家庭科の実習や食育を進めた

いと考えています。食について考える良い例として、最も身

近で毎日接している給食があります。栄養のバランスが考え

られた給食をしっかりと摂ること。できるだけ、食べ残しが

ないようにすることを呼びかけ、「食」について考える一歩

としていきたいと思います。 

最も長い２学期ですが、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

弟子屈日和⑤  

弟子屈に住む前から難解だったのが、行き先が分からなくなる道路。元々、方向感覚に優れているわけではないのです

が、それにしても難しい。真っ直ぐ進んでいるつもりでもいつの間にか方角が変わっているということがよくあります。市

街地に二つの河川が流れていること、釧路川が大きく流路を変え、移動している自分が右岸にいるのか左岸にいるのか分か

らなくなること、河川に沿って道路が作られていること…。道をよく知るために、買い物や食事を摂るときは、なるべく歩

くようにしています。 

 



＜保護者学校評価から＞ 

【弟子屈中学校の教育活動について】 

おおむね高評価をいただいております。今後とも、より充実

した教育活動となるよう、工夫・改善を重ねてまいります。 

【お子様の取組について】 

項目 8～10において課題が見られました。 

■ 項目 8：家庭学習について 

各教科において、「家庭で何をすべきか」、「どの程度の取

組をすべきか」、「どのように取り組むべきか」を明確に伝え

るよう工夫し、家庭での学習が取り組みやすくなるようにし

てまいります。 

■ 項目 9：読書時間について 

学校図書館には毎年新刊が入ります。委員会活動とも連携

しながら、「新刊の紹介をする」、「推薦する図書の展示をす

る」などして、本に興味を持ってもらえるような工夫をして

まいります。 

■ 項目 10：進路について 

保護者評価と生徒評価で大きく違いがでた項目です。お子

様は進路について考え、目標を持っているようですが、なか

なか保護者の皆様には伝わっていないようです。「進路につ

いて考える学習をしたあとに、家庭で話し合う機会を設け

る」など、お子様の考えが保護者の皆様に伝わり、話し合う

機会を設定してまいります。 

【その他】 

■ 積極的な情報発信に努めます 

教育活動の様子や進路情報など、学校だより、学校HP、

学級通信、安心・安全メールを積極的に活用し、情報発信に

努めます。 

■ 一貫した生徒指導に努めます 

挨拶やマナー指導、校則について、しっかりと共通理解を

図り、一貫した指導となるよう努めます。 

＜生徒学校評価から＞ 

【弟子屈中学校の教育活動について】 

項目 1 と 2 について、特に高い評価を受けています。しか

し、一部の生徒は、項目 2について、指導の徹底が不十分と感

じている現状がありますので、保護者評価の【その他】にも示

しましたとおり、一貫した指導となるよう努めてまいります。 

【自分の取組について】 

保護者評価と同様に、項目 8～10において課題が見られま

した。 

■ 項目 8：家庭学習について 

家庭学習についての取組が不十分との自覚がある生徒が

少なくありません。「勉強の取り組み方がわからない」「宿題

を毎日出してほしい」「ワークはどこまですすめていいので

すか」という質問もありました。「家庭で何をすべきか」「ど

の程度取り組みをすべきか」「どのように取り組むべきか」

を明確に伝えるよう工夫し、家庭での学習が取り組みやす

くなるようにしてまいります。また、宿題の量が多すぎるこ

とがないよう、教科担任で連携して、調整をします。 

■ 項目 9：読書時間について 

■ 項目 10：進路について 

項目 9 については、生徒自身も課題と考えているようで

す。一方で、項目 10については、保護者評価と生徒評価で

大きく違いが出ました。 

どちらにつきましても、左記に示しましたとおり、指導の

工夫・改善をしてまいります。 

■ 項目 11：自己肯定感について 

保護者評価では、高く評価されていますが、生徒評価で

は、低い評価となっています。保護者の皆様も教職員も、生

徒たちが一生懸命頑張っていることは十分承知していま

す。生徒の頑張りを保護者の皆様と教職員がより一層認め、

生徒たちに伝えていく必要を感じております。 

 


